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1．問題の所在

本小論の目的は，イギリス（イングランド）の歴

史教育において育成が目指される学力の実態を，

AQA(AssessmentandQualificationsAlliance;

多様な資格試験を作成・運営するイングランドの機

関）のGCSE"(GeneralCertificateofSecondary

Education;中等教育資格試験，義務教育段階終了

時（16歳）に，義務教育修了程度の認識を有してい

ることを証明するために受験するもので，最終的に

どのような学力を育成しようとしているかが最も端

的に表れていると考えられる）という評価問題を手

がかりに，問題の形式，および設問の配列の二つの

観点から解明することである。

このような研究を行う理由としては，以下二点が

あげられる。一つはイギリスの歴史教育において育

成が目指される学力の特質，およびカリキュラムの

特質に起因する。筆者はこれまでカリキュラム分析

を通じて，イギリスの歴史教育の特質の解明を試み

てきた2)。分析の結果，イギリスの歴史教育は，何

らかの歴史的事実に関する認識を育成するのではな

く，歴史は解釈であるとの前提に立ち，歴史を分析

的に把握する際の枠組みの発達と方法知（スキル）

の獲得に特化しているとまとめられる。これは広い

視野から考察し，偏見にとらわれることなく，証拠

に基づいた自分なりの解釈を歴史において構築でき

るようになることを目指しているからと考えられる。

こうした学力の必要性は社会がグローバル化する現

在こそ増大していると考えられる3）ため，日本へ

の示唆という観点からその解明が急務といえる。

しかし，イギリスにおいてはナショナル・カリキュ

ラムが成立するまでは，地方の教育局や各学校長に

カリキュラムの策定権限が与えられていたこともあ

り，カリキュラム成立後もその運用に関して，実践

者の影響力が非常に強いことにその特質がある。よっ

て，公的機関によって策定されたカリキュラムを分

析するだけでは，イギリスの教育，なかんずくそこ

で育成されている学力の実態を解明することは難し

い。多くの学生が受験する評価問題4）から，より

学力の実態に迫る研究が必要と考えられる。

二つは研究の不十分さである。GCSEを手がかり

にイギリスの歴史教育を扱った先行研究として鋒

山5）のものがある。「現代世界」の試験要項を事例

に，問題の形式からイギリスの歴史教育における学

力の実態の解明を志向したものといえる。

しかし,AQAのGCSEでは，各設問で取り上げ

られる個々の史資料そのものに関しては毎年変更す

るが，取り上げられる設問の項目自体に関しては，

少なくとも2005年から2008年の間，変更はない。認

識内容に関して重要な項目とそれ以外という明確な

区別が存在する，ということであろう。よって，問

題の配列と形式の両面から，イギリスの歴史教育が

目指す学力の実態に迫る研究の必要があるのではな

いだろうか。

そこで本小論では,2007年に実施されたAQAの
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